
 

令和７年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（三重県立稲生高等学校） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 
学校・家庭・地域の連携のもと「社会に役立つ人材の育成」に取り組む学校 

～知・徳・体の調和がとれた教育実践をとおして～ 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿）【グラ

デュエーション・

ポリシー】 

・自分自身を見つめ直し、夢に向かって、何事にも精一杯挑戦し、成功も失敗も 

糧にできる生徒。 

・基本的な生活習慣を身につけ、社会のルールやマナーを守り、命の大切さや他 

人を思いやる豊かな心を持ち、いじめのない社会づくりに貢献できる生徒。 

・部活動や生徒会活動、学校行事などに積極的に参加し、コミュニケーション力 

や課題解決力を高めることができる生徒。 

ありたい 

教職員の姿 

・一人ひとりの個性や能力を理解し、カウンセリングの視点を持ちながら、粘り

強く学習指導や生徒指導を行う教職員。 

・互いに協力し、対話を通して学校や生徒の課題を共有し、組織として解決に取

り組むとともに、法令遵守を徹底する教職員。 

・常に自己の教育力を高めるために学び続け、意欲的に教育活動に取り組む教職

員。 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

＜生徒＞ 

安全・安心で快適な学習環境における、基礎学力の定着と希望進路の実現。学校 

行事や部活動の充実。 

＜保護者＞ 

わかりやすい授業による学力の向上と希望進路の実現。自己教育力と規範意識の 

醸成。部活動の活性化。 

＜地域社会＞ 

生徒の公共心やマナーが育成され学校への信頼度が高まる。地域活動へ積極的に 

取り組める生徒の育成。 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜保護者＞ 

生徒や学校の適切な情報提供 

＜中学校＞ 

コース制や体育科での専門的な学習 

の理解。卒業生や学校の情報提供。 

＜地域社会＞ 

開かれた学校。地域活動への参加と 

協力。地域に貢献できる人材の育成 

＜保護者＞ 

本校教育活動への理解と参画。親と子 

のコミュニケーション。 

＜中学校＞ 

効果的な指導のための情報共有と緊密 

な連携。 

＜地域社会＞ 

本校教育活動への理解と協力(工業・ 

介護実習、清掃活動、部活動) 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

・地域との交流に生徒が参加しているが、小学校への出前授業や読書の読み聞か

せなど、さらに増やすよい。 

・地域との交流を、学校内でも生徒に発信するとよい。 

・学校訪問時等、生徒が自ら挨拶ができているところは継続してほしい。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

・生徒の基本的な生活習慣や学習習慣を確立するため、家庭と連携を進めていくと 

ともに、授業の改善に努め、組織的に教育活動に取り組んでいく必要がある。 

・人権教育や道徳教育等を充実させることで、人権を尊重する態度を育み、生徒が

安心した学校生活を送ることができるよう取り組んでいく必要がある。 



学校運営等 

・地域と連携する活動においては、学校側も要望や提案を積極的に行い、地域貢献 

を図るとともに、生徒の自己肯定感・自己有用感を高め、充実した活動となるよ

うに取り組んでいく必要がある。 

・総勤務時間縮減の取組をすすめるため、設定された上限時間を超えることのない 

ように、業務内容や業務の分担方法を見直し、効果的、効率的に業務が遂行でき

るよう創意工夫を凝らしていく。 

・生徒数減少を見据え、魅力的な学びの選択肢を維持・充実させていく必要がある。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ 

ポリシー】 

・体育科では、高度な競技技術と円滑なコミュニケーション能力を育成し、高い 

レベルでの活躍を目指すとともに、多様なスポーツへの関わりを通して社会で 

活躍できる人材を育成する。 

・普通科では、生徒一人ひとりの希望に応じた６つの専門コースで学習内容を充 

実させ、主体的な学びを通して生徒自らが成長する力を養う。 

・将来を見据えたキャリア教育をはじめとした進路指導の充実により、自己有用 

感や自己肯定感を高め、希望進路の実現と定着を図る。 

・正しい倫理観や道徳観を身につけ、他者を思いやり、人権を尊重する意欲や態 

度、いじめを許さない心、命を大切にする実行力を育成する。 

・一人ひとりの生徒の能力・適性に応じた授業内容の工夫や公開授業や授業研究 

を行う等の授業改善を進める。 

学校運営等 

・教職員が、意欲的に業務に取り組み、やりがい感・満足度を高めるため、会議の 

効率化・休暇の取得・部活動の効率化・定時退校日の設定などに取り組み、総勤 

務時間の縮減を図る。 

・教職員、保護者、地域との情報及び課題の共有化並びにコンプライアンスマイン 

ドの醸成をはかり、信頼される学校づくりに取り組む。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿【アドミッシ

ョン・ポリシー】 

（体育科・普通科共通） 

・明確な進路希望を持ち、成功・失敗に関わらず前向きに主体的に学ぶ意欲のあ 

る生徒。 

・基本的な生活習慣と規範意識を身につけている生徒。 

・他者を尊重し、円滑なコミュニケーションを図れる生徒。 

（体育科） 

・スポーツに優れた実績を持ち、専門性を高め、競技力向上に継続して取り組む 

意志のある生徒。 

・スポーツへの強い興味・関心があり、体育科の学習や部活動に意欲的に取り組 

める生徒。 

（普通科） 

・コース制を理解し、意欲的に学習活動に取り組める生徒。 

・資格取得、スポーツ（部活動やクラブチームでの活動）、文化活動や生徒会活 

動等に積極的に取り組み、入学後も意欲的に取り組める生徒。 

 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。  

【備考欄について】  「※」： 定期的に進捗を管理する取組「◎」： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導の

充実 

学ぶことの興味関心が高まる取組 

【活動指標】 
・各活動指標を実施 

・基礎力診断テスト 

 

 

 



・基礎学力診断テストの実施(４月・９月実施) 

 基礎学力向上トレーニング(１年)、朝読・漢字検定 

(２年)、就職試験に向けての強化対策(３年) 

・授業満足度調査(生徒)を実施(年２回) 

【成果指標】 

・生徒の満足度90％以上 

各学年１、２学期に実

施 

・就職対策 

勉強会や複数回の面接

指導を実施 

・満足度調査 92.5％ 

 

◎ 

キャリア教

育の充実と

進路実現 

・２年生のインターンシップの実施 

・自動車工業コース、介護福祉コースによる企業等実 

 習 

・食物調理コース 大学、専門学校等との連携授業 

【活動指標】 

・参加生徒の割合20％以上 

・大学・専門学校等との連携授業 

(体育科、食物調理コース３回以上) 

【成果指標】 

・参加生徒の満足度90％以上 

・企業の満足度75％以上 

・2年生全員がインター

ンシップ実施（7月） 

 参加生徒満足度：100％ 

 企業等を招いての報告

会実施（3/16） 

【自動車工業コース】 

・企業実習（3年生：15

名8社） 

生徒満足度93.3％ 

【介護福祉コース】 

・高齢者施設でのレクリ

エーション実習、見学

実習等を実施 

・社会福祉協議会との連

携による手話、点字、

認知症サポーター養成

講座の受講、稲生地区

高齢者への暑中見舞い

カードとクリスマスカ

ード制作・贈呈の実施 

【食物調理コース】 

・専門学校等との連携５

回（三重調、ユマニテ

ク、辻調、大徳屋、茶

業団） 

 

進路ガイダンス、個別面談の実施 

【活動指標】 

・１，２年生は年間３回以上、３年生は年間５回以上 

【成果指標】 

・希望進路実現100％ 

・ガイダンス 

1年4回 2年6回 

3年7回 

・個別面談3年4回実施 

・進路希望 100％ 

 

体育科の活

性化 

体育科生徒による、市内小中学生を対象とした指導実

習・学校行事運営への参画 

【活動指標】 

・小中学校訪問５校以上 

・オープンスクール、体育祭の運営参画 

・体育・スポーツ系含む四年制大学、専門学校への進 

学率の増加 

【成果指標】 

・体育科生徒の満足度90％以上 

・体育・スポーツ系含む四年制大学、専門学校への進 

学率増 

・小中学校への出前授業 

 小学校2校 

 中学校5校 

・体育科全教科授業満足 

度94.6％ 

・体育・スポーツ系大 

学、専門学校への進学  

者17名 

 

資格取得の

促進 

各種検定や資格の取得に向けた取組 

【活動指標】 
・JFA公認キッズリーダー 

 15名 

 



 商業、情報関係資格取得、全商検定２級取得 

 ICTプロフィシェンシー検定（90％） 

JSBAバッジテスト3級(スノーボード)、 

JFA公認キッズリーダー 

サッカー3級審判免許 

普通救命講習修了証 

漢字検定、英語検定 

ニュース検定、食物調理技術検定 

介護職員初任者研修課程の修了 

ガス溶接技能講習 

アーク溶接技能講習 

危険物乙種四類 

【成果指標】 

 ビジネス文書、情報処理(2級各5名以上) 

JSBAバッジテスト3級 

スノーボード(合格80%) 

JFA公認キッズリーダー(100%) 

サッカー3級審判免許(100％) 

普通救命講習修了証(100%) 

漢字検定(3級合格50%) 

英語検定(50%)、ニュース検定3級 

食物調理技術検定(準1級70%・2級3級100%) 

介護職員初任者研修課程の修了(90%) 

ガス溶接技能講習合格(100%) 

アーク溶接技能講習合格(100％) 

危険物乙種四類(50%) 

・JSBA35名 

・普通救命講習27名 

・漢字検定 

 2級（1名33％） 

準2級（6名46％） 

 3級（29名27.4％） 

【ビジネスコース】 

・全商検定 

簿記 

3級（1名5.6％） 

情報処理 

2級（2名11.1％） 

3級（10名50.0％） 

・ビジネス文書実務 

1級（2名11.1％） 

3級（13名65.0％） 

【情報コース】 

・ICTプロフィシェンシー 

検定（27名96％） 

情報処理 

3級（24名100％） 

【食物調理コース】 

・食物調理技能検定 

 準1級 

（20名100％） 

2級（18名95％） 

 3級（19名100％） 

【介護福祉コース】 

・介護職員初任者研修課程

修了（15名100%） 

【自動車工業コース】 

・ガス溶接（15名100％） 

・アーク溶接 

（5名100％） 

・危険物乙四 

（2名12.5％） 

基本的生活

習慣や規範

意識の醸成 

 

全校集会、学年集会での訓話等による基本的生活習慣

や規範意識の醸成 

【活動指標】 

・全職員による全校集会指導 

・各学期２回以上の全体指導及び頭髪服装指導の実施 

・いじめ防止の取組 

〇現職教育の実施、ピンクシャツ運動、いじめアン

ケート各学期1回、いじめネットアンケート、い

じめ防止ポスター作製 

・交通安全指導等の取組 

 〇自転車ヘルメット着用努力義務の推進(意識向上) 

・頭服指導 学期1回 

＜いじめ防止＞ 

・アンケート学期1回、

ピンクシャツ運動 

月1回 

・いじめ防止委員会 

 学期1回 

・現職教育 年2回 

・ツーロック推進（地元

企業の協力のもと啓発

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 



 〇盗難防止(ツーロックの推進) 

 〇校外登下校指導（月：４回） 

・生徒会活動による朝の挨拶運動 

・生徒会による様々な強化月間の実施（隔月：１回） 

【成果指標】 

・学校遅刻10％減（令和６年度比） 

・特別指導件数10％減（令和６年度比) 

活動） 

・遅刻9％減   

・特別指導件数1.25％増

(R8.2月現在) 

人権意識の

育成 

人権を尊重する意欲・態度と正しい道徳観の育成 

【活動指標】 

・講演及びソーシャルスキルトレーニング(SST)の実施 

・人権デーの実施 

・SNS講話、避難訓練防災講話、献血セミナー活動、

性教育指導 

・普通救命救急講習の実施(教職員) 

・全教職員による命を大切にする教育及び講演の実施 

【成果指標】 

・上記活動の実施し人権を尊重する意識の向上 

・実施した活動 

SST、人権デー、防災講

話、献血セミナー、性

教育講座、特別支援委

員会でSSWや発達障害

支援員が参加しての学

び（教職員） 

 

部活動の活

性化 

運動部、文化部活動の奨励 

・全国・東海大会出場者、県内大会入賞者 増 

（令和６年度比） 

・県総体 男子26位 

     女子23位 

・全国大会出場者数 

 38名(R6:27名) 

・東海大会出場者数43名

(R6:48名) 

 

改善課題 

・基礎学力の向上や学習指導の定着を目指すとともに、自己有用感や自己肯定感を身につける。 

・キャリア教育を充実させるため、各種検定や資格の取得に積極的に取組む。 

・部活動の活性化を図るとともに、教員のワークライフバランスを図る。 

・東海大会や全国大会出場時における旅費等の生徒補助や練習試合等における教員の旅費のあり方につ 

いて検討する。 

（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組 「◎」： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学校の魅力

化 

体育科の充実と、地域社会に貢献できる人材育成を目

指した普通科の特色あるカリキュラム 

【活動指標】 

・地域と密着しスポーツを通じ交流を図る 

・関係機関、団体との連携調整 

・ボランテイアや地域活動に参加、協力 

・体育科：大阪体育大学

と連携した実習を実施 

・地域活動に参加：食物

調理コース、介護福祉

コース、ＪＲＣ部野球

部、ラグビー部、なぎ

なた部、柔道部 

 

 

 

◎ 

授業力の向

上及び資質

向上 

授業公開による授業改善、校内研修の実施 

【活動指標】 

・授業公開、教員相互の授業見学を年間２回実施 

・中学校のＩＣＴを活用した授業を見学し、情報共有

を行い授業の改善を行う 

・数学科・音楽科の教科

横断型の授業を校外に

公開して実施  

 

 

 

 

 

※ 



【成果指標】 

・授業満足度80％以上 

 

・満足度調査 92.5％ 

情報発信に

よる地域、

保護者との

連携促進 

学校ホームページやＳＮＳ、すぐーるの活用による情

報発信、地域活動との連携 

【活動指標】 

・校内外の活動を随時、迅速に発信 

・ボランテイアや地域活動に参加、協力 

【成果指標】 

・ホームページ更新 随時 

・Web随時更新 

・SNSの閲覧者数 

 前年比150％ 

・PTA合同地域清掃活動 

・地域イベント参加 

 

総勤務時間

の縮減 

【活動指標】 

・月２回の定時退校日、定時退校できた職員 

・週1日の部活動休業日を設定、予定どおり休養日の 

設定ができた部活動 

・週1回の個人定時退校日の設定 

・各種会議時間を60分以内に短縮 

【成果指標】 

・1人当たりの月平均時間外労働時間 30時間以下の 

範囲内 

・月45時間を超える時間外労働者の延べ人数 0名 

・年360時間を超える時間外労働者の人数 0名  

・1人当たりの年間休暇取得日数(令和６年度比2日 

増) 

・定時退校86％(R6:88%) 

・部活動休業日100％ 

(R6:100%) 

 

・会議60分以内90％

(R6:92.3%) 

 

・時間外 平均16.6ｈ 

・月45時間超91名 

・年360時間超5名 

・休暇 20.6日 

(R6:24.3日) 

（R8.2月現在） 

 

経費の効率

的な活用 

学校運営費の節減取組 

【活動指標】 

・居室退室時のチェック徹底 

・経費節減について企画委員会等で意見交換 

【成果指標】 

・電気使用料 ３％削減（令和６年度比） 

・水道使用量 １％削減（令和６年度比）  

 

 

・電気 96.1％ 

・水道 97.6％ 

 （令和7年12月時点比） 

 

改善課題 

・学校の魅力をいっそう図るため、今ある多様な学びを充実させる。 

・教員が授業力向上を目的とし積極的に他教科の授業見学等を行い自己研鑽に努める。 

・ICT教育を推進するため、校内研修、他校種の授業見学を行い授業の質向上に取組む。 

・教職員の総勤務時間縮減に向け、さらなる意識改革を深めながら業務削減を進める。 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・地域の活動に本校生徒が参加していることは大変助かっていることから、今後も続

けていってほしい。 

・時間外を減らすためには、外部人材の活用も必要である。 

・防災の観点から、本校の立地条件の強みを検討する必要がある。 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

・生徒の基本的生活を確立するとともに自己肯定感、自己有用感を身につけるよ

う、組織的に生徒指導に取り組んでいく。 

・人権教育や道徳教育を充実させることにより、人権を尊重し、相手を思いやる豊

かな心を持った生徒を育成していく。 

・いじめは絶対許さない学校づくりを目指すため、研修会、講演会等積極的に行

い、生徒・教員の意識を高める。 



・今ある特色ある学びについて、より生徒の興味・関心に沿ったものになるよう検

討していく。  

学校運営について

の改善策 

・地元の関係機関や企業との連携をさらに推進し、出前授業や地域ボランティアへの 

参加を通して学校の活性化と魅力化を図る。 

・教職員のワークライフバランスを考慮しながら、持続委可能な部活動のあり方につ 

いて、運営や支援の面も含め検討していく。 

・校内研修会を充実させ、校外研修会への参加を奨励することで、教職員の資質向上 

を図る。 

 


